
第850回大学院医学系研究科・医学部 倫理委員会A議事要録

日 時 2026年08月03日（月）15:00～17:00
場 所 WEB開催
出席者 加藤副委員長、緒方、仲上、藤本、春名、廣田、蔵野、大島、奥川、本庄、河添、犬塚、小川、佐々

木、瀧川、松留、入江 各委員
欠席者 梅﨑委員長
陪席者 上竹、小池、蔵並、深田、牛村、勝又（以上、研究倫理支援室）

○委員長不在につき副委員長により委員会の議事進行がなされた。

○報告事項
1.指摘事項に対する回答を得たうえで、委員長に一任することとなった以下の案件について、申請者から回答書が
提出され、内容的に差し支えないと判断し承認した報告が行われた。（1件）

番号 申請者 所属 職名 研究課題

2026163NI 近藤 健二 耳鼻咽喉科・頭
頸部外科

教授 顔面神経麻痺リハビリテーションアプリの開発およ
び、AI自動評価と専門医評価の妥当性検証

2.既に承認されている案件について、軽微な変更と認め委員長一任で承認した報告が行われた。（45件）

番号 申請者 所属 職名 研究課題

2023132NI-
(1)

星 和人 口腔顎顔面外
科・矯正歯科

教授 睡眠時無呼吸症候群に対する新規上下顎口腔内装置の
有効性の検討

2024162NI-
(1)

山田 雄太 泌尿器科・男性
科

准教授 骨盤臓器脱に関する発症因子と治療方法に関する研究
（多機関観察研究）

2021309NI-
(2)

犬塚 亮 小児科 准教授 先天性心疾患を伴う肺高血圧症例の多施設症例登録研
究

2018032NI-
(4)

新藏 礼子 定量生命科学研
究所

教授 臨床分離株を用いた腸管IgA抗体による腸内細菌制御
機構の解明と応用

2023377NI-
(1)

奥原 剛 医療コミュニ
ケーション学

准教授 減量プログラム参加者における目標の特徴と減量との
関連

2023211NIe
-(3)

山形 研一郎 循環器内科 助教 植込み型補助人工心臓症例における重症心室性不整脈
の治療に関する多機関共同研究

2025119NIe
-(2)

谷川 道洋 女性診療科・産
科

講師 JCOG1412A1 リンパ節転移リスクを有する子宮体癌を
対象とした遺伝子発現プロファイルと浸潤様式に関す
る研究(JCOG1412「リンパ節転移リスクを有する子宮
体癌に対する傍大動脈リンパ節郭清の治療的意義に関
するランダム化第III相試験」の附随研究)

1494-(23) 吉川 健啓 コンピュータ画
像診断学／予防
医学（寄付講
座）

特任教授 経時的画像解析とコンピュータ支援検出（ＣＡＤ）を
応用した加齢および成人病に関する疫学的研究(包括
申請）

2024515NI-
(1)

馬場 祥史 胃・食道外科 教授 術前化学療法を施行する食道癌・胃癌症例の腸内細菌
叢とその代謝産物に関する探索的研究

2019010NI-
(20)

藤代 準 小児外科 教授 プロテオーム解析、細菌メタゲノム解析およびメタボ
ローム解析を用いた小児外科疾患の原因解明および新
規治療法探索に関するトランスレーショナルリサーチ

2025362NI-
(1)

高原 楠昊 消化器内科 助教 血液中の無細胞DNA解析による早期膵癌診断技術の臨
床応用に向けた研究

2023002NIe
-(8)

高原 楠昊 消化器内科 助教 膵腫瘍に対する超音波内視鏡下穿刺吸引生検（EUS-
FNA）後の穿刺経路腫瘍細胞播種（Needle tract 
seeding）の前向き全国調査

2019300NI-
27-(2)

村山 敬祐 検査部 臨床検査
技師

検査部における新規測定試薬および測定機器の評価
（包括申請：2019300NI）
生化学検査における種々の課題に対する解決法の探索
（追加申請）

2023231NI- 橋本 英樹 保健社会行動学 教授 子どもの「生きる力」を育む：区立小中学校教育の検



(1) 証

2051-(9) 坊木 ひかり 皮膚科 助教 皮膚リンパ腫臨床統計調査

2021332NIe
-(1)

本庄 恵 眼科 教授 日本におけるレーベル遺伝性視神経症の患者データ
ベース作成

2022310NI-
(4)

吉岡 京子 地域看護学・公
衆衛生看護学

准教授 乳児の股関節脱臼の見落としゼロを目指す異常判別AI
とコミュニティスクリーニングシステムの開発：スク
リーニング方法の開発

2021140NI-
(5)

住谷 昌彦 緩和ケア診療部 准教授 ゲムシタビン塩酸塩+ナブパクリタキセル併用療法を
開始する膵癌を対象とした、CIPN評価法の前向き観察
研究

2021342NI-
(1)

住谷 昌彦 緩和ケア診療部 准教授 下肢の運動麻痺を伴う神経障害性疼痛に対するバー
チャルリアリティーを用いた治療開発

2019318NI-
(12)

春名 めぐみ 母性看護学・助
産学

教授 妊娠中・産後のライフスタイルと健康に関する調査：
多施設共同研究

2025346NIe
-(1)

竹上 未紗 公衆衛生学 講師 延岡ライフコースデータを活用した健康長寿に向けた
循環器疾患リスクに関する研究

10069-(35) 笠井 清登 精神神経科 教授 ｢青春期の健康・発達に関するコホート調査（東京
ティーンコホート）｣における神経画像・心理行動・
ホルモン解析研究（サブサンプル）

2025511NI-
(1)

藤城 光弘 消化器内科 教授 上部消化管内視鏡の技術的要因がアウトカムに及ぼす
影響：多機関共同観察研究

2024380NI-
(5)

石原 聡一郎 大腸・肛門外科 教授 切除不能大腸癌における血中循環腫瘍DNAを用いた逐
次的がん遺伝子パネル検査の臨床的有用性を評価する
観察研究 JAGUAR試験: JACCRO PM-01

2024272NIe
-(3)

高原 楠昊 消化器内科 助教 無症候性胆管結石に対する内視鏡治療と経過観察を比
較する多施設共同前向き研究

2022157NI-
(7)

高原 楠昊 消化器内科 助教 慢性炎症性胆膵疾患患者の臨床検体を用いた分子生物
学的基盤解明に関する研究

2026110NI-
(1)

新美 芳樹 早期・探索開発
推進室

特任准教
授

認知症研究者における、研究への認知症の人や家族等
の参画Patient and Public Involvement（PPI）に関
する意識調査のためのアンケート研究

2025292NI-
(2)

西 大輔 精神保健学 教授 オンラインピアコミュニティによる周産期うつ症状軽
減を目指した研究

12009-(3) 近藤 健二 耳鼻咽喉科・頭
頸部外科

教授 慢性鼻副鼻腔炎の病態生理に関する免疫学的解析

2025264NI-
(2)

佐藤 謙一郎 認知症共生社会
創成治療学（寄
付講座）

特任講師 新規アルツハイマー病治療薬の社会実装に関するデー
タ分析研究

2020311NI-
(5)

犬塚 亮 小児科 准教授 機械学習を用いた小児心電図の解析

2024323NI-
(5)

廣田 泰 女性診療科・産
科

教授 不育症に対するβ2GPIネオセルフ抗体検査の有用性の
検討

3683-(8) 蔵野 信 検査部 教授 検査部検査記録を利用したデータベースの包括的後ろ
向き解析

2019300NI-
(8)

蔵野 信 検査部 教授 検査部における新規測定試薬および測定機器の評価
(包括的申請)

2026137NI-
(1)

山本 則子 高齢者在宅長期
ケア看護学

教授 哲学対話プログラムが看護師の自己認識と実践態度に
与える影響：探索的準実験研究

2025274NI-
(1)

山本 真也 感染症内科 助教 固形臓器移植患者における感染症ワクチンの免疫応答
評価の研究

2025453NIe
-(1)

春名 めぐみ 母性看護学・助
産学

教授 出生コホート連携に基づく胎児期から乳幼児期の環境
と母児の予後との関連に関する研究

2018037NI-
(7)

建石 良介 消化器内科 准教授 組織学的に診断された「アルコール性」でない脂肪肝
炎(non-ASH steatohepatitis, non-ASH-SH)の



registry研究

2023343NI-
(8)

東 尚弘 公衆衛生学 教授 がん対策・医療の充実のための診療関連データベース
の構築と活用に関する研究

2020345NI-
(7)

上田 泰己 システムズ薬理
学

教授 睡眠時無呼吸症候群の簡易診断に向けた技術開発

2025337NIe
-(2)

長谷川 潔 肝・胆・膵外科 教授 退形成性膵癌に関する多機関共同後ろ向き観察研究

2023234NI-
(3)

吉内 一浩 心療内科 准教授 摂食障害患者における栄養状態の評価法の開発:生体
インピーダンス法による浮腫の評価

3360-(9) 柴田 彩 皮膚科 准教授 皮膚科診療記録を利用したデータベースの後ろ向き解
析

2019316NIe
-(4)

皆月 隼 国際検診セン
ター

講師 肺高血圧症患者レジストリ(Japan Pulmonary 
Hypertension registry：JAPHR) 

2021235NI-
(1)

片井 みゆき 政策研究大学院
大学

教授 女性診療支援アプリケーションWaiSE(ワイズ)の臨床
試用

3.既に承認されている案件について、軽微な変更と認め副委員長一任で承認した報告が行われた。（1件）

番号 申請者 所属 職名 研究課題

2025204NI-
(2)

小西 祥子 人類生態学 准教授 リプロダクティブ・ヘルス／ライツの視点に立った
人々の健康や幸せに関する調査

4.終了報告について、委員長一任で確認された。（4件）

番号 申請者 所属 職名 研究課題

2024243NI-
(3)

山本 則子 高齢者在宅長期
ケア看護学

教授 市民のケアコンピテンシー尺度および教育プログラム
の開発

10762-(7) 佐藤 雅哉 検査部 講師 データマイニング手法を用いた多項目自動血球分析装
置XNシリーズのリサーチ項目における診断意義の検討

2019300NI-
21-(2)

高橋 千由紀 検査部 臨床検査
技師

検査部における新規測定試薬および測定機器の評価
（包括的申請）
自動血球計数機Yumizen H2500の有用性に関する研究

2024104NIe 稲田 晴彦 公衆衛生学 准教授 救急救命士による低血糖患者に対する20％ブドウ糖溶
液投与の有効性と安全性の検討

5.追加申請について、委員長一任で承認した。（8件）

番号 申請者 所属 職名 研究課題

3501-47 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 DPC（Diagnosis Procedure Combination）レセプト・
データを用いた臨床疫学研究（包括申請：3501） 集
中治療室に入院した誤嚥性肺炎患者における低用量副
腎皮質ステロイドと院内死亡率：全国規模の後ろ向き
コホート研究

10862-15 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 JMDCデータを用いた臨床疫学研究（包括申請：10862-
(6))
＜妻の月経随伴症状と夫の精神疾患発症との関連：
マッチド・ケースコントロール研究＞

3501-48 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 DPC（Diagnosis Procedure Combination）レセプト・
データを用いた臨床疫学研究（包括申請：3501-(6))
＜徒手整復後の小児鼠経ヘルニアに対する手術タイミ
ングが術後成績に与える影響＞

3501-49 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 DPC（Diagnosis Procedure Combination）レセプト・
データを用いた臨床疫学研究（包括申請：3501） 日
本における計画外施設外分娩と新生児転帰に関する後
ろ向きコホート研究

3501-50 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 DPC（Diagnosis Procedure Combination）レセプ
ト・データを用いた臨床疫学研究（包括申請：3501）
日本における急性A型大動脈解離手術患者に対する

フィブリノゲン補充療法の実施状況

10862-16 康永 秀生 臨床疫学・経済 教授 JMDCデータを用いた臨床疫学研究（包括申請：10862-



学 (6))
リアルワールドデータを活用した人工授精の回数別生
産率
および生殖補助医療への移行率の検討

3501-51 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 DPC（Diagnosis Procedure Combination）レセプト・
データを用いた臨床疫学研究（包括申請：3501） 極
低出生体重児に対する国内未承認魚油由来脂肪乳剤と
大豆油由来脂肪乳剤の費用効果分析

3501-52 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 DPC（Diagnosis Procedure Combination）レセプト・
データを用いた臨床疫学研究（包括申請：3501) 視神
経脊髄炎関連疾患と全身性エリテマトーデスの合併例
の診療実態

6.研究登録について、委員長一任で確認された。（22件）

番号 申請者 所属 職名 研究課題

2026209NIe 河添 悦昌 企画情報運営部 教授 救急外科および外科的集中治療の予後改善を 目指し
た新たなデータベース構築

2026231NIe 稲田 晴彦 公衆衛生学 准教授 入院病職歴データベースを利用した、職業と疾病の関
連の網羅的探索と、結果を臨床的根拠で裏打ちする手
法の開発＝労災予防策に繋げるために＝

2026109NIe 石垣 和祥 臨床腫瘍科 特任講師 胆道癌に対する免疫チェックポイント阻害剤併用化学
療法の有用性と安全性についての多施設共同後方視的
研究

2026173NIe 堤 武也 感染制御部 教授 軟性内視鏡リプロセスにおける乾燥工程の重要性の検
証

2026200NIe 南谷 優成 放射線科 助教 令和7年度がん対策推進企業アクションパートナー企
業を対象にした、企業におけるがん対策の実態調査結
果の
解析

2026221NIe 橋爪 真弘 国際保健政策学 教授 日本における医師の臨床離脱時期とその規定要因：診
療科および専門資格による差異の解明

2026263NIe 小林 寛 整形外科・脊椎
外科

講師 骨・軟部腫瘍の多施設国際共同研究

2026280NIe 馬場 祥史 胃・食道外科 教授 食道癌取扱い規約改訂に関する多施設共同観察研究

2026255NIe 辻 陽介 消化器内科 講師 Japan Endoscopy Database (JED) Projectにおける
データバンク事業

2026282NIe 加藤 元博 小児科 教授 女性患者における造血細胞移植後の妊娠の詳細調査
多施設後方視的観察研究

2026229NIe 森田 光治良 看護管理学 講師 観血的動脈ラインの固定具と患者の手指機能の関連性
の検討-多機関共同研究

2026256NIe 藤代 準 小児外科 教授 小児急性虫垂炎の緊急手術症例においてCT検査が選択
される要因
：多機関共同後ろ向き観察研究

2026254NIe 土田 優美 アレルギー・リ
ウマチ内科

講師 全身性エリテマトーデスの治療有効性と予後因子の探
索的解析：多施設後ろ向きコホート研究

2026228NIe 松田 和樹 皮膚科 助教 血管炎症候群における新規バイオマーカーの探索

2026267NIe 柴田 彩 皮膚科 准教授 重症薬疹の病態解明及び発症予測、重症度予測マー
カーの検索、新規治療薬の開発

2026265NIe 大野 富美 イートロス医学
講座（社会連携
講座）

特任助教 日本人の食事調査データの解析法に関する基礎的検討

2026244NIe 野中 孝浩 臨床研究ガバナ
ンス部

特任教授 高齢の親又は祖父母を有する一般市民における臨床試
験参加に関する実態・意識調査

2026264NIe 鴨頭 輝 耳鼻咽喉科・頭
頸部外科

助教 オールジャパン全国調査による難治性中耳炎（OMAAV
および好酸球性中耳炎）の実態と治療成績の検討 
Japanese EOM-OMAAV Cohort Study (JEOC)



2026260NIe 山本 周 病理部・人体病
理学・病理診断
学

助教 大腸癌病理診断 (pT3/pT4 分類) の均霑化に関する研
究

2026225NIe 篠崎 智大 生物統計学/疫
学・予防保健学

准教授 骨粗鬆症性椎体骨折に対する脊柱再建術におけるテリ
パラチド術前投与期間別の再手術抑制効果の比較

2026226NIe 篠崎 智大 生物統計学/疫
学・予防保健学

准教授 骨粗鬆症性椎体骨折に対する脊柱再建術におけるロモ
ソズマブと経口ビスホスホネートの術前投与による再
手術抑制効果の比較

2026235NIe 山内 敏正 糖尿病・代謝内
科

教授 肥満症治療薬使用者における肥満関連QOLと労働生産
性の変化に関する前向き観察研究

○議事
1. No.2026250NI（新規） 山本 則子（高齢者在宅長期ケア看護学・教授）「訪問看護の質向上に向けた評価指

標の標準化に関する研究：前向き観察研究」

[一括審査]
担当の委員から研究の概要、共同研究機関間の連携体制、一括審査依頼機関、個別審査における審査内容およ
び経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説明が行われた。
【研究の科学的合理性確保】の観点から より、研究対象者の組み入れについて質問があり、内容の確
認を行った。
引き続き【個人情報保護】の観点から、人文・社会科学の有識者である委員 より、研究対象者
の組み入れと調査介助者の守秘義務について、【研究対象者の保護・安全性の保持】【個人情報保護】の観点
から、一般の立場である委員 より、項目ごとの回答拒否の方法について指摘があり、出席委員に
て討議を行い、本委員会における指摘事項への回答と、訂正を加えた説明文書および調査票の提出を受けた上
で、副委員長一任で承認することが確認された。

【指摘事項】
・調査介助を行う訪問看護師の守秘義務について追記すること
・調査票に不回答の説明を追加すること

【附帯事項】
・一括審査依頼状等の取り扱いについては研究代表者の責任において収集・保管すること
・新規申請・変更申請においては、審査結果および承認事項について、各研究共同機関に周知すること
・各研究共同機関では、実施機関の長から機関ごとの実施許可を取得しなければ、研究を開始できないこ
とに注意すること

2. No.2026262NI（新規） 大江 和彦（医療AI・デジタルツイン開発学（寄付講座）・特任教授）「大規模言語
モデルLLMによる診療記録からの処方意図自動生成とその活用に関する研究」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
【研究対象者の保護・安全性の保持】【個人情報保護】の観点から自然科学の有識者である委員
より、研究で使用する個人情報について質問があり、内容の確認を行った。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報保護】の観点か
ら、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。
なお、当該研究の教室責任者である河添委員は審議に参加していない。

3. No.2026273NI（新規） 相馬 桂（循環器内科・助教）「Machine learning for prediction of all-cause 
mortality or heart transplantation in Fontan patients”（機械学習を用いたフォンタン患者の全死亡・
心移植予測に関する研究）」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報保護】の観点か
ら、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

4. No.2026232NI（新規） 高原 楠昊（消化器内科・助教）「自己免疫疾患における抗原の同定」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
事務局より研究体制について補足説明を行った。
【研究対象者の保護・安全性の保持】【個人情報保護】の観点から、 より試料の取り扱いおよびイン
フォームド・コンセント等の手続きについて指摘があり、出席委員にて討議を行い、本委員会における指摘事
項への回答と、訂正を加えた申請書の提出を受けた上で、次回委員会にて、継続審査を行うこととなった。

【指摘事項】
・試料の取り扱いおよびインフォームド・コンセント等の手続きについて見直すこと

5. No.2026287NI（新規） 康永 秀生（臨床疫学・経済学・教授）「ICU入室2日以内の情報に基づく、高齢ICU患



者における長期の身体・認知機能低下を予測するモデルの作成」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報保護】の観点か
ら、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

【附帯事項】
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

6. No.2026284NI（新規） 柴沼 晃（国際地域保健学・講師）「日本在住のイスラム移民・難民における健康の
社会的決定要因と未充足医療ニーズとの関連：横断研究」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報保護】の観点か
ら、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

【附帯事項】
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

7. No.2026276NI（新規） 脇 嘉代（健康行動情報・治療学・教授）「2型糖尿病患者におけるオンライン栄養指
導プログラムの受容性と予備的有用性の検証」

[一括審査]
担当の委員から研究の概要、共同研究機関間の連携体制、一括審査依頼機関、個別審査における審査内容およ
び経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報保護】の観点か
ら、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

【附帯事項】
・一括審査依頼状等の取り扱いについては研究代表者の責任において収集・保管すること
・新規申請・変更申請においては、審査結果および承認事項について、各研究共同機関に周知すること
・各研究共同機関では、実施機関の長から機関ごとの実施許可を取得しなければ、研究を開始できないこ
とに注意すること

8. No.2026251NI（新規） 山本 則子（高齢者在宅長期ケア看護学・教授）「医療療養病床スタッフを対象にし
た多職種食支援プログラムの実践が患者およびスタッフのWell-beingに与える影響」

[一括審査]
担当の委員から研究の概要、共同研究機関間の連携体制、一括審査依頼機関、個別審査における審査内容およ
び経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報保護】の観点か
ら、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

【附帯事項】
・一括審査依頼状等の取り扱いについては研究代表者の責任において収集・保管すること
・新規申請・変更申請においては、審査結果および承認事項について、各研究共同機関に周知すること
・各研究共同機関では、実施機関の長から機関ごとの実施許可を取得しなければ、研究を開始できないこ
とに注意すること
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

9. No.2026289NI（新規） 馬場 祥史（胃・食道外科・教授）「胃食道外科疾患症例における臨床病理学的情
報、画像情報および治療成績の解析に関する多施設共同後方視的研究」

[一括審査]
担当の委員から研究の概要、共同研究機関間の連携体制、一括審査依頼機関、個別審査における審査内容およ
び経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報保護】の観点か
ら、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

【附帯事項】
・一括審査依頼状等の取り扱いについては研究代表者の責任において収集・保管すること
・新規申請・変更申請においては、審査結果および承認事項について、各研究共同機関に周知すること
・各研究共同機関では、実施機関の長から機関ごとの実施許可を取得しなければ、研究を開始できないこ
とに注意すること
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

10. No.2026268NI（新規） 花岡 昇平（放射線科・准教授）「大規模言語モデルを用いた画像診断依頼文の自動
生成に関する後ろ向き観察研究」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
事務局より研究体制について補足説明を行った。



【研究対象者の保護・安全性の保持】【個人情報保護】の観点から、人文・社会科学の有識者である委員
より、個人情報の削除方法およびデータ保管場所について質問があり、内容の確認を行った。

【個人情報保護】の観点から、 より、個人情報を取り扱う管理体制について質問があり、内容の確認
を行った。
【個人情報保護】の観点から、自然科学の有識者である委員 より、データを取り扱う環境につい
て質問があり、内容の確認を行った。
引き続き、【個人情報保護】の観点から、自然科学の有識者である委員 より、解析環境について
質問があり、内容の確認を行った。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報保護】の観点か
ら、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。
なお、当該研究の研究分担者である河添委員は審議に参加していない。

11. No.2026286NI（新規） 田中 裕之（小児科・助教）「画像AIを用いた胸部X線画像に基づく小児骨成熟度予測
に関する多施設後ろ向き観察研究」

[一括審査]
副委員長が当該研究の診療科長につき緒方委員により委員会の議事進行がなされた。
担当の委員から研究の概要、共同研究機関間の連携体制、一括審査依頼機関、個別審査における審査内容およ
び経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報保護】の観点か
ら、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。
なお、当該研究の診療科長である加藤副委員長は審議に参加していない。

【附帯事項】
・一括審査依頼状等の取り扱いについては研究代表者の責任において収集・保管すること
・新規申請・変更申請においては、審査結果および承認事項について、各研究共同機関に周知すること
・各研究共同機関では、実施機関の長から機関ごとの実施許可を取得しなければ、研究を開始できないこ
とに注意すること
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

12. No.2026285NI（新規） 海老島 宏典（小児科・助教）「小児重症疾患における網羅的診療情報解析に関する
後ろ向き症例集積研究」

副委員長が当該研究の診療科長につき緒方委員により委員会の議事進行がなされた。
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
【研究対象者の保護・安全性の保持】【個人情報保護】の観点から、自然科学の有識者である委員

より、解析方法およびデータの利活用について質問があり、内容の確認を行った。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報保護】の観点か
ら、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。
なお、当該研究の診療科長である加藤副委員長、研究分担者である犬塚委員は審議に参加していない。

【附帯事項】
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

13. No.2026283NI（新規） 加藤 元博（小児科・教授）「キムリア点滴静注 製造販売後調査に基づく安全性・有
効性の検討」

[一括審査]
副委員長が当該研究の診療科長につき緒方委員により委員会の議事進行がなされた。
担当の委員から研究の概要、共同研究機関間の連携体制、一括審査依頼機関、個別審査における審査内容およ
び経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説明が行われた。
【研究対象者の保護・安全性の保持】【個人情報保護】の観点から、自然科学の有識者である委員

より、データの二次利用について質問があり、内容の確認を行った。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報保護】の観点か
ら、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。
なお、当該研究の診療科長である加藤副委員長は審議に参加していない。

【附帯事項】
・一括審査依頼状等の取り扱いについては研究代表者の責任において収集・保管すること
・新規申請・変更申請においては、審査結果および承認事項について、各研究共同機関に周知すること
・各研究共同機関では、実施機関の長から機関ごとの実施許可を取得しなければ、研究を開始できないこ
とに注意すること
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

14. No.2026277NI（新規） 野口 賢作（消化器内科・助教）「原発性硬化性胆管炎（PSC）に関する全国調査」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報保護】の観点か
ら、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

15. No.2026272NI（新規） 矢坂 泰介（ナーシングデータサイエンス講座・特任助教）「集中治療室を生存退室
した成人患者に対するリハビリテーションに関する後ろ向き観察研究」



[一括審査]
担当の委員から研究の概要、共同研究機関間の連携体制、一括審査依頼機関、個別審査における審査内容およ
び経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報保護】の観点か
ら、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

【附帯事項】
・一括審査依頼状等の取り扱いについては研究代表者の責任において収集・保管すること
・新規申請・変更申請においては、審査結果および承認事項について、各研究共同機関に周知すること
・各研究共同機関では、実施機関の長から機関ごとの実施許可を取得しなければ、研究を開始できないこ
とに注意すること

○その他
・事務局より、第847回倫理委員会Bにて審議した案件（2024423NI）について報告がなされた。
・事務局より、一括審査外部委託案件について11件報告を行った。

以 上




